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鹿県 本校

   言語活動を重視した第５学年｢おもりのはたらき(ふりこ)｣学習指導の工夫   

 

枕崎市立枕崎小学校 教諭 小原 和博  

 

１ 本校児童の実態・指導上の課題 

 (1) 基礎・基本定着度調査における記述式問題と通過率に関する傾向 

 

 

  ○ 県の平均通過率と比較すると，おおむね上回っていることが分かる。しかし，語群から適当 

   な語句を選択したり，４(2)や６の設問のような文章内の括弧に合う言葉を記入したりする設問 

   と比較すると，その通過率は低い。 

 (2) 理科の学習についての事前アンケート（対象：５年生 29 人，グラフ内の数値は人数） 

１ 理科の学習のとき，学習問題について自分で

 予想を立てることができていますか。 

 

 

 

 

 

 

２ 理科の学習のとき，予想を確かめるための実

 験方法を自分で考えていますか。 

 

 

 

 

 

 

３ 理科の学習のとき，結果を予想して実験を行

 っていますか。 

 

 

 

 

 

４ 理科の学習のとき，実験結果をもとに，分かっ

 たことを自分でまとめることができていますか。

 

 

 

 

 

設問 

大問 小問 
解答類型 

H20平均 

通過率（％）

鹿県 95.8
４ (2) 

じゅふん 

本校 97.7

鹿県 79.8
６  

じゅせい 

 本校 82.8

鹿県 55.9
１１ (1) 

左右に等しく 

 本校 36.8

鹿県 70.4
(1) 

月の動き方の目印にす

るため 本校 92.0

鹿県 79.6
(4) 

台風 

 本校 86.2

鹿県 76.7

１４ 

(5) 
大雨で崖崩れが起こり，

家や道路が埋まる 本校 77.0
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５ 自分の考えを，他の人に言葉で伝えることが

 できますか。 

 

       

 

 

 

 

６ 理科の学習は，生活に結びついたり，役立っ

 たりしていると思いますか。 

 

 

 

 

 

 

  ○ 言語活動に関するアンケートでは，予想を立てたり，自分の考えを発表したりすることに苦

手意識をもっていることが分かる。事象と先行経験（既習事項，生活経験等）とを関    

連付け，その現象が生じる原因を考え出す力が不足していたり，児童が短い文で答え，教  

師が補足説明を加える授業が多く，児童自身が発表したり，文章を書いたりする機会が限られ 

ていたりしたからであると考えられる。 

    これらのことから，児童が先行経験を想起したり，根拠を基に筋道立てて思考し，表現した

りすることができるような手立てを講じる必要がある。 

 (3) 話合い活動に関する実態（対象：５年生 29 人，グラフ内の数値は人数） 

 

 

 

   

○ 考えの表出が見られなかったり，お互いの知識や経験をやりとりするような活動が見られな 

   かったりする原因として，観察，実験は行わせるものの，出た結果を基に教師とともにまとめ 

   させることが多かったことが考えられる。そのため，結果を目の前にした児童が，それをどの 

   ように受け止めているのかを十分に考えないまま授業を進めてしまい，話合い活動が機能して 

   いなかった。 

    これらのことから，観察，実験の結果までの見通しをしっかりともたせることで，目的意識

をもって観察，実験を行わせ，予想と関連付けながら考察することができるようにする必要が

ある。また，自分の考えを説明したり，グループとしての意思決定をしたりするような場を設

定するなどして，話し合いながら考えを深め合う活動を意図的に行う必要がある。 

 

２ 実践の内容 

理科における言語活動を充実し，思考力，判断力，表現力を育成するための学習指導の工夫とし

て， 
① 問題解決の過程において学習したことを生かす場を設定する。 

② 学習したことを生かしてまとめて発表したり，ものづくりをしたりする場を設定する。 

③ 理科の学習活動の基盤となる言語に関する能力を育成する。 

 の３点が大切であると考えた。 

  そこで，この３点や中教審答申における「六つの学習活動例」を踏まえ，５年「おもりのはた

らき（ふりこ）」の学習において，以下のような具体策を講じていくことにした。 

(1) キーワードの設定 

既習の知識・技能を活用して予想や仮説を立てたり，観察，実験等を計画したりする際の児童
の思考の手掛かりとするために，あるいは，学習のまとめの際に授業のねらいに即した思考を促
すために，児童に定着させたい言葉や使いこなしてほしい科学的な言葉などをキーワードとして

○ 理科の学習と関係のない話をしている。 

○ 友達の考えに関心がなく，自分の考えを言わない。 

○ 友達の考えを強く否定したり，聞かなかったりする。 

○ 決めつけた言い方をして，言い合いになってしまう。 

○ お互いに考えを述べるが，深く質問はしない。 

○ 意見が対立するのを避け，相手の意見に合わせてしまう。 

○ お互いに考えを説明し合い，分からないことは聞き返している。

○ お互いに納得するまで話し合っている。 
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設定する。 
また，個々のキーワードの意味を児童に明確にとらえさせることによって，一つの事象等を複

数の言葉で言い表すのではなく，共通の言葉で表すことができるため，いわば共通言語としての
役割をもたせることができる。このことから，キーワードの活用は個々の児童が考えを述べ，討
論しながら考えを深め合うような場面においても有効であると考える。 

(2) 思考モデル 

     思考モデルの活用は，児童の思考や表現が円滑に進むようにするための一助としてだけではな

く，素朴概念や科学的な言葉等を活用して考えたり，説明したりする活動の充実につながる。 

類 型 思考モデル 

ア 明確な根拠をもたせる ・ 「～は～だと思う。その理由は～。」等 

イ 結果までを見通した予想をもたせる ・ 「～すれば，～なる。」等 

ウ 条件を明確にさせる ・ 「変える条件は…，変えない条件は…」等 

エ 結果を予想との関係で整理し考察させる ・ 「結果は予想と同じで(違って)～，このことか

ら～と言える。」等 

(3) 表やグラフへの整理 

   観察，実験の結果をグラフや図表に整理し，客観的に解釈する力を身に付けさせるために，変

化させた条件ごとに実験結果を表やグラフに整理する活動を重視する。そのことで，ふりこが１

往復する時間の違いを比べることができ，関係する要因をとらえやすくなると考える。 

(4) 情報交換の場の設定 

     一人一人が自分の考えを表出し，全体で話し合う場を設定することで，その考えの根拠となる

体験や検証するための実験方法などの情報交換をする。この話合いにより，自分の考えを友達に

分かりやすく説明するために筋道立てて考えたり，表現したりする活動が設定できる。また，自

分と違う考えの存在に気付き，その検証としての実験の必然性が高まるとともに，実験方法の違

いから制御している条件についての思考が進み，理解が深まるものと思われる。 

(5) 基本発問表の作成 

例えば，新しい事象に出会っ 

 たとき，自分なりにそれを解釈 

 するためには，先行経験で得た 

 知識や考え方などを想起し，そ 

 れを手掛かりにして事象と関連 

 付けることによって自分の考え 

 をもつことができる。そして， 

 自分の考えを友達と練り合った 

 り，実験で確かめたりする活動 

 を通して，要因を見付ける力， 

 推論する力，応用する力などの 

 科学的に考える力を育てていく 

 ことができる。 

しかし，児童によっては事象 

 と先行経験とを関連付けて考え 

 ることが難しく，見通しをもてな 

いままに観察，実験を行い，その 

 結果，考察も深まらないという場 

 合もある。その際，事象提示とと 

 もに，既習事項等を想起させる発 

 問など，教師の言葉掛けが重要な 

 役割を果たす。 

そこで，問題解決の過程に即 

 して，発問の意図を明確にし，児        表「教師の基本発問表」 

童の思考を促し，つなげていくための｢教師の基本発問表｣を作成した。 
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